
令和7年5月22日

住民対象アンケート調査の取り組み
避難困難者の把握及び対応

山田１丁目町内会 防災委員

今井栄一
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１. 山田１丁目の紹介

１.１ 位置

・信濃川の堤防氾濫時の洪水浸水深 5.0～10 m 未満
・家屋倒壊等氾濫想定区域：氾濫流(はげしい流れ)

出典：長岡市洪水
ハザードマップ
(信濃川)
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１.２ 規模（令和7年4月1日現在）

世帯数 112世帯

人口 217人程度

前期・後期高齢者が48%

１.３ 町内会組織

令和２年(2020)年に自主防災会の結成に向けて議論

自主防災会は結成しない

令和５年度から防災委員を設置

山田1丁目の年代別割合
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２．防災活動(水害)への取り組み

注：千手地域防災プロジェクト
千手コミュニティ推進委員会では，防災科学技術研究所の協力のも
と，水害時の避難のあり方について検討する「千手地域防災プロジェ
クト」を令和２年度より立ち上げた．令和３年度からモデル町内会を
募集し，避難行動の基本的考え方や要支援者のサポートについて検
討．

令和３年度～４年度
千手地区地域防災プロジェクト注)モデル町内会

・防災に関する山田１丁目の課題を抽出
・豪雨時の避難行動に関する調査および追加調査
・山田１丁目災害時対応要領作成

令和５年度～６年度
自主防災活動アドバイザー派遣制度受入町内会
・防災に関する意見交換会
・防災に関する調査
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(1) 調査内容

① 世帯・住宅状況

② ハザードマップの理解度

③ 災害情報の入手と避難行動の判断，避難先

④ 避難行動時の支援の希望と支援が可能か

⑤ 町内の防災への取り組み

３．成果

３.１ 豪雨時の避難行動における調査(R3.10)

有益な調査を行うために設問を以下の協力者と精査
中越防災安全推進機構 諸橋 和行 事務局長
防災科学技術研究所 李 泰榮，上米良 秀行 研究員
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あることを知らない

内容を把握していない
浸水深を把握していない

避難先や避難方法は未確認

浸水深，避難先，避難方法を確認済

(2) 調査結果

自力で避難行動
ができない場合

知人に助けてもらう

町内で支援してほしい
行政で支援してほしい

避難情報の入手
(優先順に３つ)

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30

洪水ハザード
マップの理解度

自分自身で

家族・親族から
知人・友人から

町内会から

長岡市から
していない

0 10 20 30 40 50 60 70
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(3) 山田１丁目の防災に関する取り組み

① 防災に関する情報収集

② 避難情報の入手方法

③ 避難所情報の周知と避難経路

④ 避難困難者への支援

町内で検討してほしい内容（優先度の高い順に３つ選ぶ）

交流の機会を持つ

避難行動の情報を学ぶ

情報の入手方法

連絡網を作る

防災マップを造る

防災活動のための組織作り

避難行動の支援

0 10 20 30 40 50 60

災害時対応要領
の骨子が固まる
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３.２ 避難困難者向けの追加調査(R4.11)

調査内容と結果

① 避難行動の支援を必要とする方の情報

② 避難支援の内容

避難行動の支援を希望する者の有無と希望する支援内容（複数回答）

0 5 10 15 20

いる

いない

0 1 2 3 4 5

知人宅へ連絡

声掛け

上の階へ避難

知人宅へ避難

避難所へ避難

高齢者等避難発令時に町内から情報伝達を希望するか

0 5 10 15

希望する(口頭)

希望する(電話)
希望しない

8



３.３ 山田１丁目の避難活動計画を策定

避難困難者が居る世帯

・避難行動要支援者名簿に記載された者がいる世帯

・町内に支援を希望した者がいる世帯

・高齢者のみの世帯

町内の対応

避難困難者が居る世帯 それ以外の世帯

警戒レベル３
高齢者等避難

・避難困難者が居る世帯に
情報伝達を行う

・避難困難者の避難行動の
支援を行う

対応しない

警戒レベル４
避難指示

・山田１丁目の災害時緊急連絡網による情報伝
達を行う

警戒レベル５
緊急安全確保

対応しない
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(1) 調査方法

① 山田１丁目住民の現況(世帯)確認調査に合わせ，
防災に関する調査を実施．

② 防災に関する基本的な事項をまとめた資料を配布
し，それに目を通した上で質問に回答してもらう．
資料（後掲の参考資料）は各世帯で保管．

(2) 調査内容

① 避難困難者が居る世帯と避難時の対応

② 警戒レベル３,４における情報伝達の希望の有無

防災に関する基本台帳の作成

３.４ 防災に関する調査(R6.10)

10



(3) 調査結果

(a) 避難困難者が居る世帯と避難時の対応

(b) 高齢者等避難指示が出たときの町内からの情報伝達希望の有無

(c) 長岡方式の避難行動

16 58

避難困難者が居る世帯 避難困難者が居ない世帯

(d) 避難困難者への支援はできるか

23 29 21 1

知っている 今回知った わからない 無回答

36 38

希望する 希望しない

11 1 3 1

家族で対応 親戚から支援 町内から支援 無回答

5 39 29 1

支援できる 支援できる場合がある 支援できない 無回答

家族が勤務中の場合，町内に支援を求めたい
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~20.0

20.0-20.5

20.5-21.0

21.0-21.5

21.5-22.0

22.5~

22.0-22.5

３.５ モデル町内会に参画して得られた情報

(1) 山田１丁目界隈の標高と洪水浸水深

浸水深は 7 m を
超えない

出典：国土地理院地図
(電子国土WEBで作製し
たものを転載）

出典：防災科研・李泰榮研究員提供

標高 m
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(2) YOU@RISK（防災科研で開発した情報ツール）
you@risk,Nagaoka で検索し，YOU@RISK-洪水-長岡市 をクリック
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４. 課題

(1) 平常時

① 災害時対応要領の完成度を上げる

② 地震，雪害，原子力災害にも拡充

(2) 避難情報発令時

① 全世帯の状況を把握できていない

② 避難時の町内役員の対応にも限界がある

③ 町内に支援を希望している者が班長を担っている

④ 災害時の住民の安否確認などへの対応は議論して

いない
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５．防災力向上に向けた今後の取り組み

(1) 避難活動のための防災基本台帳の作成

(2) 防災意識の啓発

(3) 地域コミュニティの維持

記入日　　　　　年　　　月　　　日

避難指示情報

必要・不要

高齢者等避難情報

必要・不要

親戚・知人宅等に避難する場合はその連絡先

要支援者の理由等

役に立つ資格・技能

血液型

ABO

昼間の居場所(平日）

連絡先電話番号

要支援者連絡先

小中高学年，幼稚園クラス

世帯主

住所

緊急時の連絡先

ふりがな

氏　名
年齢

　連絡先　　 (           )                 -

　緊急連絡先 (           )                 -

　長岡市山田１丁目　　番　　号

続柄 性別

男

女

避難

要支援
生年月日

大・昭・平・令

･　 ・

No

1

･　 ・

3
男

女

大・昭・平・令

2
男

女

大・昭・平・令

･　 ・

居住状態

持家　・　借家　・　アパート

山田１丁目住民の防災基本台帳

･　 ・
7

男

女

大・昭・平・令

標高ペットの有無

有　・　無

自家用車の有無

有（　　台)　・　無

住宅構造

木造　・　鉄骨　・　ＲＣ
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中越防災安全推進機構 諸橋和行 事務局長

防災科学技術研究所 李 泰榮 研究員

防災科学技術研究所 上米良秀行 研究員

千手コミュニティセンター

・千手地域防災プロジェクトモデル町内会として
活動し，自主防災アドバイザー派遣制度を活用．

・防災に関する情報の収集と住民へのアンケート
調査を実施し，避難活動計画を策定．

・山田１丁目災害時対応要領を作成．
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出典：長岡市の防災体制(令和6年4月) 17



山田 1 丁目災害時対応要領(抜粋)  山田 1丁目町内会 

長岡市からの避難情報と住民が取るべき行動 

国，新潟県，気象庁のホームページからから防災情報を入手できる． 

・国土交通省 川の防災情報 https://www.river.go.jp/index 

・新潟県 河川防災情報システム http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/kasen/  

・気象庁 キキクル https://www.jma.go.jp/bosai/risk/  

 

長岡方式の避難行動 

長岡市では車等による安全な場所へ避難または自宅の上層階への避難を優先的考

える「長岡方式の避難行動」を推奨している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
屋内安全確保 立ち退き避難 

山田１丁目の標高と最大浸水深 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

信濃川の堤防決壊時における山田1丁目の最大浸水深はハザードマップから知

ることができる．長生橋周辺の堤防上の標高が 26 m～27 m あり，山田 1丁目の標

高は 20 m～21 m である．この標高差から，信濃川の堤防の決壊，または越水した

際，山田 1丁目は最大でも 7 m を超えることはないと考えられる．氾濫想定区域

である山田 1丁目は避難できる建物はない．柿川，太田川の洪水時の浸水深は 0.5

～3 ｍ未満なので自宅のより高い階に避難することができる．また，短時間の豪

雨で雨水の排水が追い付かない場合(内水氾濫)でも浸水深は標高に依存する． 

防災科学技術研究所 李 泰榮 研究員提供 

    

        

        

        

        

      

        

国土地理院の地理院地図からは自宅のある場所の標高を知ることが出来る  
https://maps.gsi.go.jp/ 

信濃川の洪水ハザードマップ 

出典：長岡市洪水ハザードマップ（一部改変)
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山田１丁目の避難活動計画について 
１ 洪水 

（１）基本方針 

避難困難者が居る世帯への対応を基本とし，それ以外の世帯は自主的に避難する． 

ここで避難困難者が居る世帯は以下のとおりである． 

・避難行動要支援者名簿に記載された者がいる世帯 

・町内に支援（情報伝達を含む）を希望した者がいる世帯 

・高齢者のみの世帯 
 

   町内の対応 

避難困難者が居る世帯 それ以外の世帯 

警戒レベル３ 

高齢者等避難 

・避難困難者が居る世帯に情報伝達［危

険な場所から避難］を行う 

・避難困難者の避難行動の支援を行う注) 

対応しない 

警戒レベル４ 

避難指示 

・山田 1丁目の災害時緊急連絡網による情報伝達［危険な場所から全 

 員がただちに避難」を行う 

警戒レベル５ 

緊急安全確保 
対応しない 

            注）避難行動の支援はアンケートの結果を参考に今後検討する 

（２）避難活動計画の具体化 

①現況(世帯)確認調査と合わせて防災に関する調査，アンケートを行い，それを防 

災台帳に反映させる． 

②避難困難者の人数，避難時の要望などから，町内の避難活動計画を決める． 

２ 地震・雪害・原子力安全対策 

具体的な対応は今後検討する 

 

 

 

 

 

立ち退き避難と在宅避難 

            

インターネットに繋がったＰＣから YOU@RISK にアクセスすると，避難できる場所

や避難先までの経路についての情報を事前に得ることができる．これは洪水が発生

するときの避難の仕方を考えるツールで，防災科学技術研究所が長岡市と協力して

開発したものである．YOU@RISK NAGAOKA で検索すればすぐに見つかる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の検討  

出典：YOU@RISKの画像を転載
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の心得  

1 

最寄りの避難所 
 

避難施設名称 定員 
洪水（対象となる河川） 

地震 
福祉 

避難室 信濃川 柿川 太田川 

1  南中学校 ★ 1526  2 階以上○ 2 階以上○ ○ ○ 

2  市民防災センターEV     2 階以上○ 2 階以上○   

3  長岡市立劇場 EV   ◇   ○ 2 階以上○   

4  長岡工業高等学校  2937 4 階以上○ ○  ○  

5  教育センターEV  153  ○ 2 階以上○ ○  

6  千手小学校 EV  1113 4 階以上○ 2 階以上○ 2 階以上○ ○  

7  南部保育園  188  ○ 2 階以上○ ○  

8  千手コミセン EV  653  2 階以上○ 2 階以上○ ○  

26 子育ての駅ちびっこ広場 EV    2 階以上○ 2 階以上○   

27  社会福祉センタートモシア   3 階以上○ 〇 2 階以上○  〇 

62 三和保育園    〇 2 階以上○   

255 さいわいプラザ ◇  4 階以上○ ○ 2 階以上○   

信濃川防災センター  24 ○   ○  

★：地区防災センター（拠点となる指定避難場所）  ◇：洪水時に限定した一時的な避難場所 

避難所は長岡市のホープページで見ることが出来る． 
https://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/emergency-evacuation-site/index.html 

 

非常持ち出し品・備蓄品 
 

 

 

 

 

 

 

出典：長岡市「在宅避難の手引き」一部改変 出典：日本赤十字社東京都支部ホームページ
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